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研究成果の概要（和文）： 
 計 2 回の漫才収録を通じ，漫才師および観客のデータを収集した．ツッコミ役が聞き手
は，ツッコミ・同意のどちらを行うのかにより，ボケ役への顔を向ける潜時に違いがある
ことが分かった．また，モーションキャプチャによりツッコミを行う際に顔の向きととも
に，近づくということが確認された．最後に，「身体ノリ」は観客の有無にかかわらず行わ
れる一方で，観客のいる方が発生しやすく，また，同じネタでも観客の有無によってその表現
は異なることがわかった． 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In this study, we collected the whole Manzai performance data twice. The 
microanalysis showed that while or just after the "boke" utterance the stooge 
frequently started "Spontaneous body action (Body Nori)". The spontaneous body 
actions can be observed in the performances both with and without the audience, while 
the types of the actions can be different even within the pair of the same "boke". With 
motion capture, our analysis showed that the comic duo was conscious of their 
audience and changed their non-verbal behavior real-time. 
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１．研究開始当初の背景 
 これまで漫才は，落語など他の演芸と同様
に実証的な研究はほとんど行われず，芸能に
おける笑いの発展を歴史的に辿るものや，ジ
ョークの効果や「おかしみ」を構成する要素
の分析などの思弁的考察などが散見される

状況であった．しかしながら，最近になって
ようやく漫才対話をインタラクションとし
て捉え，工学的にその一部をシミュレートし
ようとする研究が現れてきた．例えば林ら
(2007)はロボット同士の対話を見せることに
よる観察者への情報伝達モデルを提案し，実
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際に漫才を行うロボットの対話による情報
伝達とテレビによる情報伝達の比較実験を
行っている．また，川嶋ら(2007)は自身が作
成した小規模な漫才対話コーパスの分析に
基づき，ラベリングされた発話行為と発話移
行区間長の関係から発話のオーバーラップ
とポーズの取り方を動的に制御するシステ
ムデザインを提案している．しかしながら，
こうした工学的研究では，基本的に漫才対話
の発話タイミングにのみ関心が置かれてお
り，それ以外の演者の非言語的な振る舞いや，
受け手としての観客の反応，さらには参与役
割の動的な変化などの重要な論点について
は全く扱われていない．こうした論点は，単
に漫才対話を模倣するのではなく，漫才イン
タラクションの特徴を新しい情報提供シス
テムやヒューマンインターフェースの開発
に応用しようとする上で不可欠なものであ
る． 
 
２．研究の目的 
 こうした背景から，漫才対話を〈オープン
コミュニケーション〉という新しい概念を用
いることで「外部に開かれた対話」 として
捉え，その相互行為的情報伝達機能の分析と
モデル化を 2007 年度から本研究課題の代表
者 を 中 心 と し た 萌 芽 研 究 （ 課 題 番 号
19650045）として取り組んできた．この成果
は既に，分担者を筆頭とした関連諸学会での
報告，ならびに知能情報関連の査読付き論文
誌，さらには代表者および分担者を中心とし
た「笑い」に関する国際ワークショップ
（LIBM’08）の開催とそこでの研究報告な
どを通じて内外に発信され関心を集めてき
ている．本研究課題はその萌芽研究の発展的
継承として提案するものであり，これまでに
得られた重要な知見と蓄積したデータを活
かしつつ，研究遂行上で見えてきた漫才師間
の言語・非言語的なインタラクションや観客
との同調現象など様々な新しい論点につい
ての分析を行うことを企図している． 
 
３．研究の方法 
 本研究においては，下記 2件の漫才の様子
を収録し，データの分析に用いた． 

2010 年 3 月 19 日に，東京工科大学八王子
キャンパスメディアホールにて，M-1 グラン
プリ優勝経験のある，コントを得意とするコ
ンビ「サンドウィッチマン」（当時フラット
ファイブ所属，現在グレープカンパニーへ移
籍）を招聘し，漫才およびコントの収録を行
った．観客がいない条件および観客がいる条
件で同一のネタについて，コントと漫才をそ
れぞれ演じてもらった．この際，当該コンビ
がコントを得意としているため，同一のネタ
を漫才とコントでそれぞれ演じてもらいコ
ントと漫才における間や立ち位置などの違

いについても合わせてデータを収集した．収
録時には，漫才師それぞれにフォーカスを当
てたカメラ 1台ずつと，舞台全体を画角に収
めた 1台の計 3台により撮影し，観客の反応
についても舞台上から 2 台のカメラにより，
映像として収集した．また，発話音声をヘッ
ドセットマイクにより録音するだけでなく，
中央前列の 12 名の観客に対しピンマイクを
装着してもらい，漫才公演中の笑い声や独り
言などのつぶやきを集音した．これにより観
客を俯瞰するカメラのみでは判然としない
小声の笑い声や小さな反応についてもデー
タとして収集することができた．これらの音
声データはカチンコにより収録した映像デ
ータとの同期を図っている．最後に観客に対
してはアンケート調査を行っており，性別・
出身地・漫才やコントの中で面白いと思った
箇所などの情報も合わせて収集した． 
続いて 2010 年 7 月 28 日に，同志社大学京

田辺キャンパス恵道館 KD201にて漫才収録を
行った．当該収録においては，漫才業界大手
である吉本興業に所属する中堅漫才コンビ
の「シャンプーハット」および若手漫才コン
ビ「クロスバー直撃」を迎えて収録を行った．
この際，上述の漫才収録と同様に観客のいな
い状態における漫才と観客の入った状態に
おける漫才と両方について，それぞれ収録し
た．さらに本収録では漫才後に，フリートー
クという形で漫才という形式を伴わない舞
台上での漫才師による立ち振る舞いや発話
についてもデータを収集した．なお，この漫
才収録における観客は，200 名を超える学生
が観客として参加したため，大人数の観客に
よる反応をデータ化したという点でも極め
て貴重なデータを収集することができた．収
録に際して上述の収録同様に漫才師それぞ
れにフォーカスを当てたカメラ 1 台ずつと，
舞台全体を画角に収めた 1台の計 3台により
撮影した．観客の入った状態においては，観
客を前方向から 2台，斜め横から 2台，横か
ら 2台と計 6台で撮影した．また発話につい
ても上述の収録同様にヘッドセットマイク
による漫才の発話音声の収集・観客につけた
ピンマイクによる集音も同時に行った．これ
らの集音もフリートークにおいても合わせ
て行っており，漫才中の発話データのみでな
く，漫才という台本によらないフリートーク
における発話の特徴についても分析可能な
ようにした．この収録では，これまでの収録
データ形式に加え，さらに漫才師にモーショ
ンキャプチャ用の反射マーカーを全身の関
節に付けてもらった状態で収録を行った．こ
れにより，漫才中およびフリートーク中の漫
才師の動きの情報を詳細に記録した．これら
の漫才師の関節情報から漫才師の動きをス
ティックモーションに置き換えて，移動や手
腕の動きについて分析した． 



 

 

 
４．研究成果 
 漫才で，「ツッコミ」役が常に「ボケ」役
にツッコミを入れているわけではない．特に，
所謂スジふりと言われるストーリーテラー
の役割を「ボケ」役が担っている場合には，
「ツッコミ」役はツッコミだけでなくストー
リーの聞き役として漫才中に同意を呈する．
このツッコミと同意における「ツッコミ」役
の視線（顔の向き）について，分析を行った
ところツッコミ時の方が同意時よりも「ボ
ケ」役への視線移動平均時間が短く分散も小
さいことが分かった．これは素早い視線移動
を観客に見せつつ，発話行為としてのツッコ
ミを行うことにより，ツッコミという行為そ
のものをより明示的に提示していることが
分かった． 
また，漫才における演者の発話とツッコミ

行為の推移を分析し，ボケ役の発語中もしく
は直後とツッコミ行為との間に発生する「身
体ノリ」の出現頻度と様式のバラエティを調
べると，「身体ノリ」は観客の有無にかかわ
らず行われる一方で，観客のいる方が発生し
やすく，また，同じネタでも観客の有無によ
ってその表現は異なることがわかった．これ
らから考えると，「身体ノリ」は，あらかじ
め決まった動作というよりは，その場でその
つど産み出される身体動作である可能性が
あることが分かった． 
その一方で，漫才中の演者のモーションキ

ャプチャデータを分析した結果，ボケ役の発
話に対して，ツッコミ役は姿勢を観客に向け
ながら，ボケ役との距離をとり，その後，視
線・姿勢共にボケ役に向けつつ，距離を近づ
けながら「ツッコむ」という行為が示された．
つまり，ツッコミ役はボケ役に対し視線を向
けることで，観客が「今誰を見るべきなのか」
を視覚的に表示し，ボケ役に観客の注意を誘
導する「共同注意」の役割を果たしていると
考えられる．漫才においてオープンコミュニ
ケーションをコントロールしているのは［ツ
ッコミ］であることが示された．その特徴と
しては，「身体ねじり」を利用し観客に対す
る外部指向的な発話を行うことで，観客を含
んだ Kendon(1990)の F 陣形を構築し，観客を
漫才対話の中に引き込んでいる．ただし，F 
陣形を常に観客を含んだ状態で維持するわ
けではなく，時には二人の漫才師で閉じられ
た F陣形を形成し，自然な会話を演出するこ
とで違和感なく話を展開させている．そして，
笑いを誘発する目的の発話の際には発話者
に対して「共同注意」を促すことにより，観
客の意識を発話者に誘導し情報提供を確実
に行う．つまり，オープンコミュニケーショ
ンを行うためには，情報発信者と真の情報の
受け手とを結びつけることが重要であり，F 
陣形を巧みにコントロールする人物が必要

であるといえる． 
観客が観客に与える影響を検討するため，

16 名の観客中，自分を除く全ての観客が実験
者という「サクラ」の実験も行い，全員がそ
ろって笑う条件よりも全員が全く笑わない
条件の方がより違和感や他の観客を何度も
見るなどの不安行動を誘発することが分か
った． 
2011 年 11 月 5 日に最終年度の成果報告会

の代わりに，〈オープンコミュニケーション〉
の実践的展開を視野に入れ，「オープンコミ
ュニケーション～「個」と「場」をひらく言
葉と身体」と題しオープンコミュニケーショ
ン・ワークショップを開催した．司会は研究
分担者である岡本雅史が担当し，研究分担者
である阪田真己子，大庭真人，細馬宏通，岡
本雅史が発表した．これは，研究成果発表と
いう形を取りつつ，パフォーマンスとして行
う実験的な試みであり，質問者へのカメライ
ンタビューをオンラインで全体にプロジェ
クションし，質問者自身が質問者と投影対象
者という 2面性を同時に持たせたり，質問者
が聴衆からそのまま演者へとシームレスに
シフトしたり，発表者のスライドを場面ごと
に意図的に切り替えたり，観客に演者をさせ
るパフォーマンスといったことを試みた．こ
れらに応じた観客の身体動作や反応や，演者
を演者足らしめるものが何かなどの，〈オー
プンコミュニケーション〉を成立させる要因
として重要と考えられる事項を盛り込んだ．
この様に，発表パフォーマンスという形で
〈オープンコミュニケーション〉の結実を目
指した．ワークショップにおいて，発表者お
よび観客の様子をカメラにて動画として収
録し，分析できるようデータ整理した．シー
ムレスな変化における観客の「身体ねじれ」
からのホームポジションの変更など想定さ
れた要素が観察され，単なる成果報告に留ま
らない有意義な催しとなった． 
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ル・ノンヴァーバル・コミュニケーション研
究会年次大会，2010 年 3月 6日，国立情報学
研究所（東京都） 
⑰岡本雅史，相互行為を見せるということ―
〈オープンコミュニケーション〉の認知的デ
ザインに向けて―，第４回ヴァーバル・ノン
ヴァーバル・コミュニケーション研究会年次
大会，2010 年 3 月 6日，国立情報学研究所（東
京都） 
⑱大庭真人，岡本雅史，飯田仁，観客の反応
としての同調現象：漫才における観客の例か
ら，日本認知心理学会第 7回大会，2009 年 7
月 19 日，立教大学新座キャンパス（埼玉県） 
 
 
〔図書〕（計  2 件） 
①岡本雅史，医学出版社，「看護ポケットマ
ニュアル 精神科」，2012， 124 ページ
（120-121） 
②崎田智子，岡本雅史，研究社，「言語運用
のダイナミズム －認知語用論のアプロー
チ 講座：認知言語学のフロンティア 第４
巻」，2010，276 ページ（131-232） 
 
〔その他〕 
漫才収録の紹介記事 
八王子経済新聞(2010 年 4月 13 日付) 
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